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新外交イニシアティブ
（ND）の活動

２０２１年１１⽉２９⽇
安保法制違憲訴訟の会、東京弁護団、賛同者運動

事務局
弁護⼠ 島村 海利

※内容は個⼈の意⾒です。
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はじめに（⾃⼰紹介）

■ 弁護⼠法⼈響、第⼆東京弁護⼠会所属（２０１５年１２⽉登録・６年⽬）
■ 安保法制違憲訴訟の会・東京弁護団・全国ネットワーク賛同者運動事務局
■ ND研究員（アジア太平洋プロジェクト）
■ ⾼知県出⾝→⾹川⼤学→九州⼤学→神⼾修習→現在
■ ２０１７年グアム、２０１８年フィリピン訪問
■ 現在は韓国の安全保障政策について研究中
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近著
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PV https://youtu.be/R5ok6fe-SEU
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「アメリカ」の声と⽇本世論
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︕「アメリカ」の声（⽇本政府の主張で

もある）

■憲法9条 ⽇⽶同盟の障害、改正を

■集団的⾃衛権/ 安保法制を認めよ

■沖縄⽶軍基地 辺野古に基地建設を

■原発 早く原発再稼働を

⽇本世論

■憲法9条改正（読売新聞 2016年3⽉17⽇）
これまで通り解釈や運⽤で対応する ３８％
9条を厳密に守り、解釈や運⽤では対応しない ２３％
解釈や運⽤で対応するのは限界なので9条を改正 ３５％

■安保法制（⽇経2015年4⽉）
評価しない ５４％ 評価する ３１％

■辺野古埋め⽴て（読売NNN 2019年2⽉）
賛成３６％ 反対４７％

■原発再稼働（⽇経2016年2⽉）
進めるべきでない ５８％ 進めるべき ３０％
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「アメリカ」の声は１つか︖
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・鳩⼭⾸相当時「辺野古に基地は作らせない」
・アメリカ⼈の反応はいろいろ
「もし辺野古でないなら、どこがいいのか考える必要がある」
「これだけ沖縄が反対しているのなら、他の場所を探したほう
がいいのでは︖」
・元⽶国務副⻑官リチャード・アーミテージ⽒も辺野古案以外
の「プランBの検討が必要だ」
・⽶国では既に原発は斜陽産業
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知⽇派の存在
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「アメリカから」の圧⼒と理解していいのか︖
アメリカって誰︖
↓
⽇本政治に関⼼がある⼈はごくわずか
覇権国アメリカの⾸都ワシントンに情報と権⼒が集中
世界中の問題についてアジェンダ設定

知⽇派の存在

声を届けるのは⼤使館・⼤企業・⼤メディア・頻繁に訪⽶する政
治家
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シンクタンクへの資⾦提供
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知⽇派→政権交代でシンクタンクなどへ
シンクタンクの影響⼒⼤

シンクタンクへの資⾦提供
・CSIS（アーミテージ・ナイ報告書） 毎年50万ドル以上
・ハドソン研究所（マクマスター元⼤統領補佐官を⽇本部⻑に
） 5億円（2018年）︖
・知⽇派のいる⼤学へ各5億円寄付（平成26 or 27年度）
コロンビア・ジョージタウン・MIT
・世界で⼀番多くのロビーイストをアメリカで雇う⽇本
⽇本政府 少なくとも29億円超（2016年）
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アメリカの声の作られ⽅
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提⾔︓今こそ辺野古に代わる選択を

1. 現⾏の⽶軍再編計画を⾒直し、第31海兵遠征隊(31MEU)の拠

点を沖縄以外に移転する。

2. ⽇⽶JOINT MEU for HA/DRを常設する。

3. ⽇⽶JOINT MEU for HA/DRの運⽤などを⽀援するため、⽇

本が⾼速輸送船を提供する。⽶軍駐留経費の施設整備費を移転先

で現⾏のまま⽇本政府が負担する。

4. HA/DRへの対応、その共同訓練などアジア各国の連絡調整セ

ンターを沖縄に置き、アジア安全保障の中⼼地とする。

https://www.nd-initiative.org/research/6009/
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政策提⾔︓抑⽌⼀辺倒を越えて
時代の転換点における⽇本の安全保障戦略

■世界は、構造変化の時代にあり、相互不信が「安全保障のジレン
マ」を顕在化するリスクを⾼めている。⺠族・ ⼈種・宗教・社会的階
層の分断が進み、国内的・国際的不安定化と対⽴を助⻑する⼀⽅、⾃
然災害・感染症の蔓延のなかで、⼈々の不安が拡⼤している。
■変化と不安の時代にあって、国⺠が安⼼して⽣活できる国と社会の
あり⽅を守ることが本来の安全保障で ある。それは、軍事のみで成り
⽴つものではなく、また、科学に基づく国⺠への説明が強く求められ
ている。 安全保障に必要なものは、広⾓的視野と説明責任である。
■戦後⽇本は、「東⻄冷戦下における安定的抑⽌」と「多国間協⼒に
よる連携」という国家像のもとで発展した。 いま再び⽇本が、世界の
架け橋として、対⽴から協調に導く役割を果たす必要がある。
■軍事⾯では、⽶中対⽴が戦争に⾄らないようにすることが喫緊の課
題である。抑⽌⼒を⾼める⼀⽅で、抑⽌を 安定化させるための「安⼼
供与」と、信頼醸成・多国間協⼒を通じた対⽴の管理を「⾞の両輪」
として機能させなければならない。
■これらの観点から私たちは、政治における議論が、戦術的抑⽌のレ
ベルにとどまっている現状を危惧する。

https://www.nd-initiative.org/research/9413/
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台湾問題に関する提⾔
ー戦争という愚かな選択をしないためにー

1.台湾をめぐる戦争の回避が、⽇本の最⼤の課題
2.⽶中戦争の危険を軽視してはならない
3.台湾問題の平和的解決と当⾯の危機回避のために
4.抑⽌(deterrence)とともに「安⼼供与(reassurance)」を
5.⽶国の抑⽌戦略と⽇本
6.「専制主義対⺠主主義の競争」という思考の罠

https://www.nd-initiative.org/research/10021/
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近著 ⽶中の狭間を⽣き抜く
ー対⽶従属に縛られないフィリピンの安全保障とは

フィリピンの歴史
⽶軍はあくまでVISIT
Don't make us choose!
フィリピンと中国
イラク戦争での出来事
⽇本に⾜りないこと
賛同者運動へのご協⼒を︕
書籍を読みたい⽅はご連絡ください︕
（著者価格になります。安保法制違憲訴訟のイベントで知った
とご連絡ください。）
https://www.nd-initiative.org/contact/

https://www.nd-initiative.org/publication/10055/
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